
今
年
度
は
、
十
四
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る
。

科
学
の
進
歩
と
共
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
身
近
に
な
り
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
六
十

五
％
は
将
来
、
今
は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
き
、
半
数
近
く
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
な
ど
の
予
測
が
あ
る
。
ま
た
、

二
〇
四
五
年
に
は
人
工
知
能
が
人
類
を
越
え
る
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
に
到
達
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
教
育
も
大
き
く
変
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

新
教
育
課
程
の
論
議
で
は
、（
一
）
学
校
教
育
を
通
じ
て
育
む
資
質
・
能
力
（
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
学
び
に

向
か
う
力
や
人
間
性
）
と
各
教
科
等
を
学
ぶ
意
義
の
明
確
化
、（
二
）
資
質
・
能
力
を
育
む
教
育
課
程
の
実
現
に
向
け
た
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
充
実
、（
三
）
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
等
に
つ

い
て
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
で
は
、
知
識
が
生
き
て
働
く
も
の
と
し
て
習
得
さ
れ
、
必
要

な
力
が
身
に
付
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
し
、
対
話
的
、
主
体
的
、
深
い
学
び
に
よ
る
学
習
過
程
の
質
的
改
善
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
新
た
な
教
育
の
方
向
性
は
、
こ
れ
ま
で
本
研
究
会
で
培
っ
て
き
た
国
語
単
元
に
よ
る
学
び
で
あ
る
。
今
ま
さ
に
、
昨
年
度
か

ら
本
研
究
会
が
研
究
主
題
・
副
主
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造　

―
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が

育
つ
言
語
活
動
の
充
実
―
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
度
は
、
新
た
な
研
究
主
題
の
も
と
、
各
部
が
伝
統
や
文
化
に
立
脚
し
、
高
い
志
や
意
欲
を
も
つ
自
立
し
た
人
間

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
考
え
表
現
す
る
力
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
言
語
に
よ
り
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
主
体
的
に
探

究
し
て
い
く
学
び
の
力
を
育
て
る
国
語
単
元
の
開
発
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。
話
す
こ
と
聞
く
こ
と
部
、
書
く
こ
と
部
、
読
む
こ
と
部
、

言
語
文
化
部
が
開
発
し
た
ど
の
単
元
も
、
子
供
た
ち
が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
探
究
的
な
学
び
の
中
で
、
言
語
に
よ
る
思
考
力
や
表
現
力
が

育
ち
、
実
の
場
の
あ
る
学
習
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
研
究
を
大
切
に
、
新
た
な
視
点
を
加
え
て
私
た
ち
も
大
き
く
変
化

し
、
こ
の
都
小
国
研
の
学
び
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
大
会
は
十
月
二
十
七
日
（
木
）・
二
十
八
日
（
金
）
に
開
催
す
る
。
私
た
ち
は
、
昨
年
度
の
研
究
を
さ
ら
に
高
め
、
研
究
に
自
信

を
も
っ
て
、
未
来
を
拓
く
国
語
単
元
を
全
国
に
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
が
、
言
葉

が
も
つ
力
を
信
じ
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
社
会
や
文
化
を
創
造
し
て
い
く
「
こ
と
ば
・
言
葉
、
こ
こ
ろ
・
心
が
育
つ
国
語
教

育
」
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。 

（
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
）

未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造　

全
国
大
会
に
向
け
て

会 

長　

鶴　

巻　

景　

子
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研
究
主
題

「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」

―
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が

 

育
つ
言
語
活
動
の
充
実
―

一　

研
究
大
会
事
業

（
一
）総
会
・
研
究
委
員
総
会

五
月
七
日
（
木
）

 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

・
鶴
巻
景
子
会
長
以
下
新
役
員
承
認

・
活
動
計
画
、
研
究
事
業
計
画

・
講
演

「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」

　
　
　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　
　

教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

 

水
戸
部
修
治
先
生

（
二
）多
摩
地
区
大
会

六
月
五
日
（
金
）

 

福
生
市
立
福
生
第
五
小
学
校

・  

忰
田
康
之
会
長
（
都
小
国
研
副
会
長

兼
務
）
以
下
新
役
員
の
承
認

・
活
動
計
画
、
研
究
事
業
計
画

・
公
開
授
業

・
福
生
市
立
福
生
第
五
小
学
校
三
年

 

拝
原
奈
穂
実
主
任
教
諭

・
単
元
名

「
教
え
る
よ
！
楽
し
い
む
か
し 

あ
そ
び
」

（
三
）ま
な
び
塾

七
月
二
十
五
日
（
土
）

 

杉
並
区
立
杉
並
第
一
小
学
校

十
月
三
十
一
日
（
土
）

 

昭
島
市
立
中
神
小
学
校
（
多
摩
地
区
）

（
四
）第
二
十
六
回
研
究
大
会

二
月
十
九
日
（
金
）

・
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

・
公
開
授
業　

四
研
究
部
会

・
分
科
会
提
案　

発
表

二　

研
究
調
査
事
業

【
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
】

「
自
己
充
実
を
目
指
し
、主
体
的
・
協
働

的
に
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
思
考

力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る
」

・
公
開
授
業　

十
月
五
日
（
月
）

　
　
　

新
宿
区
立
富
久
小
学
校
三
年
生

 

丸
山　

秀
光
教
諭

・
講
師 

本
会
参
与　

河
村　

静
枝
先
生

【
書
く
こ
と
部
】

「
実
の
場
で
活
用
す
る
、主
体
的
・
協
働

的
な
書
く
活
動
を
通
し
て
、
思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る
」

・
公
開
授
業　

十
一
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　

台
東
区
立
谷
中
小
学
校
一
年
生

 

矢
作　

朋
子
主
任
教
諭

・
講
師　

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授　

 

大
熊　
　

徹
先
生

 

本
会
顧
問　

成
家　

亘
宏
先
生

【
読
む
こ
と
部
】

「
実
生
活
に
生
き
る
言
葉
の
力
を
育
む

読
む
こ
と
の
指
導
を
通
し
て
、思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る
」

・
公
開
授
業　

十
一
月
一
三
日
（
金
）

　
　
　

目
黒
区
立
八
雲
小
学
校
六
年
生

 

大
久
保
啓
主
任
教
諭

・
講
師 

本
会
顧
問　

藤
井　
　

治
先
生

【
言
語
文
化
部
】

「
言
語
文
化
に
親
し
み
、
自
ら
表
現
し
、

学
び
合
う
活
動
を
通
し
て
、
思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る
」

・
公
開
授
業　

九
月
二
十
八
日
（
月
）

　
　
　
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
六
年
生

 

山
下　

美
香
教
諭

・
講
師 

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

三　

研
究
成
果
刊
行
事
業

・
機
関
誌
「
国
語
教
育
」
発
行

 
第
二
〇
七
号
・
二
〇
八
号

・
研
究
紀
要　

第
三
十
七
号
発
行

一　

研
究
主
題
・
副
主
題

本
年
度
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
、
新
学
習
指
導
要
領
の
告
示
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
教
育
の
内
容
が

具
体
的
に
示
さ
れ
る
。

我
が
国
が
、
厳
し
い
挑
戦
の
時
代
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
自
ら

課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
し
、
学
び
の

成
果
等
を
表
現
し
、
さ
ら
に
、
他
の
学

習
や
生
活
の
中
で
実
践
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
学
習
の
核
と

な
る
国
語
教
育
は
極
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

「
未
来
を
拓
く
」
と
は
、
児
童
が
主
体

と
な
り
、
協
働
的
な
言
語
活
動
を
通
し

て
、
確
か
に
言
葉
の
力
を
身
に
付
け
、

平
成
二
十
七
年
度

研
究
活
動
報
告

事
務
局
長　

添
野　
　

誠

平
成
二
十
八
年
度

都
小
国
研　

事
業
計
画

平
成
28
年
度
研
究
主
題
・
副
主
題

未
来
を
拓
く

 

国
語
教
育
の
創
造

〜
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ

 

言
語
活
動
の
充
実
〜

副
会
長　

朴
木　

一
史
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身
に
付
け
た
言
葉
の
力
を
他
教
科
等
の

学
習
や
日
常
生
活
、
さ
ら
に
は
未
来
を

豊
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
言
語
活
動

を
通
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
形
成
し
、

表
現
し
、
協
働
的
な
学
び
を
通
し
て
、

課
題
を
追
究
・
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
研
究
主
題
の
も
と
、

昨
年
度
か
ら
二
年
間
の
副
主
題
を
「
思

考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ
言

語
活
動
の
工
夫
」
と
し
、
研
究
を
推
進

し
て
い
く
。

二　

研
究
大
会
事
業

（
一
）総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日（
月
）

 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

（
二
）多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）

 

調
布
市
立
富
士
見
台
小
学
校

（
三
）第
二
十
七
回
研
究
大
会

 

「
第
四
十
六
回　

全
国
小
学
校
国
語
教

育
研
究
大
会
・
東
京
大
会
」
と
し
て

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日（
木
）

二
十
八
日
（
金
）

　
　
　

杉
並
公
会
堂

　
　
　

杉
並
区
立
杉
並
第
一
小
学
校

　
　
　

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

三　

研
究
調
査
事
業

（
一
）ま
な
び
塾

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日（
土
）

 

港
区
立
高
輪
台
小
学
校

平
成
二
十
八
年
十
一
月
五
日
（
土
）

 

昭
島
市
立
中
神
小
学
校（
多
摩
地
区
）

（
二
）各
部
会
の
定
例
研
究
会

各
部
会
を
超
え
て
公
開
す
る
研
究
授

業
「
小
研
」
を
年
一
回
以
上
実
施
す
る
。

（
三
）各
部
会
の
研
究
活
動

① 

研
究
主
題
・
副
主
題
を
踏
ま
え
、

各
部
の
主
題
を
設
定
し
、
授
業
研

究
を
通
し
て
研
究
主
題
を
追
究
す

る
。

② 
各
支
部
へ
の
研
究
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。

③ 

各
研
究
部
会
は
、
大
会
を
は
じ
め
、

小
研
、
分
科
会
研
究
授
業
、
機
関

紙
、
研
究
紀
要
等
に　

研
究
成
果

を
発
表
す
る
。

（
四
）各
支
部
の
研
究
活
動
へ
の
協
力

研
究
部
会
、
顧
問
・
参
与
は
、
各
支

部
の
国
語
科
教
育
の
充
実
に
資
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
う
。

四　

研
究
成
果
報
告
事
業

（
一
）機
関
紙
「
国
語
教
育
」

二
〇
九
号
、
二
一
〇
号
の
発
行

（
二
）研
究
紀
要　

第
三
十
八
号
の
発
行

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
・
二

十
八
日
、
第
四
十
六
回
全
国
小
学
校
国

語
教
育
研
究
大
会　

東
京
大
会
、
第
二

十
七
回
東
京
都
小
学
校
国
語
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大
会
主
題「
未

来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」
―
思
考

力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ
言
語

活
動
の
充
実
―
の
も
と
、
児
童
が
主
体

的
・
協
働
的
な
言
語
活
動
を
通
し
て
、

豊
か
な
言
葉
の
力
を
育
て
る
国
語
科
授

業
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

（
第
一
日
）
会
場
：
杉
並
公
会
堂

開
会
式
後
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査

官
水
戸
部
修
治
先
生
に
よ
る
基
調
講
演

「
新
た
な
時
代
の
教
育
課
程
と
国
語
教

育
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
に
、
大
蔵
流

狂
言
方
山
本
東
次
郎
先
生
に
よ
る
特
別

講
演
と
狂
言
「
柿
山
伏
」「
附
子
」
の

上
演
で
す
。

（
第
二
日
）
会
場
：
杉
並
区
立
高
井
戸

小
学
校
・
杉
並
第
一
小
学
校

午
前
中
は
、
各
会
場
に
お
い
て
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
」「
書
く
こ
と
部
」

「
読
む
こ
と
部
」「
言
語
文
化
部
」
の
公

開
授
業
・
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
研
究
協
議
会
で
は
協
議
と
と
も
に

都
小
国
研
顧
問
・
参
与
等
に
よ
る
指
導
・

助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

午
後
は
、
会
場
ご
と
に
五
つ
の
分
科

会
で
、
実
践
発
表
を
行
い
、
講
師
に
よ

る
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

記
念
講
演
Ⅰ
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
国

語
教
育
」
の
演
題
で
、
十
文
字
学
園
女

子
大
学
教
授
冨
山
哲
也
先
生
、
文
部
科

学
省
教
科
調
査
官
水
戸
部
修
治
先
生
の

講
演
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
記
念
講
演

Ⅱ
で
は
「
今
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
言
葉
の
力
」
を
演
題
に
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
山
根
基
世
先
生
、

木
原
秋
好
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
御
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
申
し
込
み
に
つ
い
て
）

授
業
等
の
詳
細
、お
申
し
込
み
は「
都

小
国
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
窓「
全

国
大
会
参
加
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か

ら
」
に
ア
ク
セ
ス
の
上
、
必
要
事
項
を

入
力
し
て
手
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
窓
口
の
開
設
期
間
は
七
月
五

日
（
火
）
か
ら
九
月
十
六
日
（
金
）
ま

で
で
す
。
二
日
目
の
研
究
協
議
会
と
実

践
報
告
会
は
先
着
順
で
決
ま
り
ま
す
の

で
、
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
大
会
の
概
要
と

申
し
込
み
に
つ
い
て

副
会
長　

神
田
し
げ
み

‒ 3 ‒



一　

研
究
主
題
の
設
定

本
会
は
、
そ
の
時
代
の
教
育
課
題
に

即
し
て
研
究
主
題
を
設
定
し
、
先
進
的

な
国
語
教
育
の
研
究
を
行
い
、
国
語
教

育
の
充
実
の
た
め
の
使
命
を
果
た
し
て

き
た
。
と
り
わ
け
、
旧
学
習
指
導
要
領

が
全
面
実
施
さ
れ
た
翌
年
の
平
成
十
五

年
度
か
ら
は
、「
言
葉
の
学
び
手
が
育
つ

国
語
教
育
の
充
実
」
を
研
究
主
題
に
据

え
、
一
年
次
に
、
言
語
活
動
を
充
実
さ

せ
た
単
元
の
開
発
と
指
導
法
の
工
夫
、

二
年
次
に
、
児
童
の
興
味
・
関
心
、
課

題
を
生
か
し
た
学
習
過
程
の
工
夫
、
三

年
次
に
主
題
的
に
学
ぶ
児
童
を
育
て
る

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
副
主
題
と
し
、

三
年
間
の
サ
イ
ク
ル
で
研
究
を
行
い
、

児
童
が
言
葉
の
学
び
手
と
し
て
主
体
性

が
育
つ
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

昨
年
度
の
研
究
主
題
・
副
主
題
を
設

定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
代
社
会
に

お
け
る
教
育
課
題
と
新
た
な
教
育
の
方

向
性
を
踏
ま
え
、
児
童
が
主
体
性
を

も
っ
て
言
葉
の
学
習
に
取
り
組
み
、
思

考
力
・
表
現
力
を
発
動
さ
せ
て
、
自
ら

の
課
題
を
追
究
す
る
探
究
型
の
単
元
の

も
と
、
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。

単
元
開
発
、
学
習
過
程
の
工
夫
、
評

価
と
指
導
の
一
体
化
は
、
こ
の
研
究
主

題
に
迫
る
た
め
に
は
、
ど
れ
も
重
要
な

こ
と
と
と
ら
え
研
究
の
柱
に
据
え
る
。

研
究
主
題
に
迫
る
た
め
身
に
付
け
さ

せ
た
い
言
葉
の
力
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

①　

課
題
を
発
見
し
設
定
す
る
力

②　

思
考
し
、
表
現
す
る
力

③　

協
働
的
に
学
ぶ
力

④ 　

多
面
的
な
視
点
か
ら
解
決
の
方
法

を
判
断
し
、
探
究
す
る
力

⑤　

読
書
の
力

⑥　

言
語
文
化
や
国
語
の
特
質
を
感
受

し
、
尊
重
す
る
力

⑦ 　

①
〜
⑥
ま
で
を
生
活
や
他
の
学
習

に
機
能
さ
せ
る
力

二　

研
究
主
題
に
迫
る
観
点

各
部
会
の
領
域
特
性
に
即
し
て
、
研

究
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
観
点
を

踏
ま
え
て
具
体
的
な
研
究
内
容
を
設
定

す
る
。

（
一
）研
究
主
題
、
副
主
題
に
即
し
、
育

て
た
い
言
語
能
力
と
目
指
す
児
童
の
姿

を
明
確
に
す
る
。

（
二
）児
童
の
興
味
関
心
や
言
語
生
活
を

踏
ま
え
て
、
育
て
た
い
言
語
能
力
を
焦

点
化
し
、
言
語
活
動
の
工
夫
が
図
ら
れ

る
単
元
を
開
発
す
る
。

（
三
）主
体
的
・
協
働
的
学
び
を
展
開
し
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
言
語
能
力
が
確
実

に
身
に
付
き
、
活
用
さ
れ
る
学
習
過
程

を
工
夫
す
る
。

（
四
）単
元
を
通
し
て
一
人
一
人
の
児
童

の
言
葉
の
力
の
育
成
に
資
す
る
評
価
と

指
導
の
一
体
化
を
工
夫
す
る
。

三　

研
究
の
進
め
方

昨
年
度
か
ら
、
研
究
組
織
の
名
称
を

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
会
」「
書
く

こ
と
部
会
」「
読
む
こ
と
部
会
」「
言
語

文
化
部
会
」
と
改
め
た
。

各
部
会
は
、
研
究
主
題
を
踏
ま
え
て
、

部
会
毎
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
部
内

研
、
小
研
の
研
究
授
業
を
通
し
て
、
研

究
の
成
果
を
平
成
二
十
八
年
十
月
に
実

施
す
る
研
究
大
会
で
発
表
す
る
。

ま
た
、
夏
季
休
業
中
に
都
内
教
員
を

対
象
と
し
た
研
修
会
「
ま
な
び
塾
」
に

お
い
て
塾
の
運
営
や
実
践
発
表
を
行
う
。

あ
る
ク
イ
ズ
番
組
で
、
国
語
担
当
の

講
師
役
を
務
め
る
予
備
校
の
先
生
が
、

「
貧
」
と
「
貪
」
の
漢
字
の
違
い
を
説

明
し
て
い
た
。「
貪
欲
」
と
い
う
熟
語

を
書
く
問
題
の
解
説
で
の
説
明
で
の
こ

と
で
あ
っ
た
。「
お
金
（
貝
）
を
分
け

る
と
『
ま
ず
し
く
』
な
り
、
た
め
こ
み

覆
い
込
み
含
む
た
め
に
『
欲
張
り
』
に

な
る
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
だ
っ
た
。

漢
字
の
学
習
の
折
、
こ
の
よ
う
な
説

明
を
し
て
い
る
授
業
を
見
た
こ
と
が

あ
っ
た
ろ
う
か
、
と
思
い
出
し
て
み
た

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。画
数
・

筆
順
・
部
首
・
読
み
を
指
導
す
る
こ
と

く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
熟
語
を
思
い

出
さ
せ
た
り
、
調
べ
さ
せ
た
り
し
て
い

れ
ば
よ
い
方
で
あ
る
。
個
々
の
漢
字
の

意
味
や
成
り
立
ち
ま
で
扱
う
時
間
が
な

い
と
教
員
は
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

校
長
の
中
に
は
「
小
学
校
は
以
前
か
ら

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
」

と
平
気
で
嘯
く
方
が
い
る
。
本
当
に
そ

平
成
28
年
度
研
究
の
進
め
方

 
研
究
主
題

未
来
を
拓
く

 
国
語
教
育
の
創
造

 

副
主
題

〜
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ

 

言
語
活
動
の
充
実
〜

副
会
長　

朴
木　

一
史

自
ら
学
ぶ
力
を

 

つ
け
る
た
め
に

顧
問　

神
野　

雅
博
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う
だ
ろ
う
か
。
四
十
五
分
間
の
授
業
中

に
教
員
が
何
分
間
個
別
指
導
を
除
い
て

児
童
に
話
を
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
最
初
と
最
後
の
五
分
間
、
計
十

分
間
だ
け
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
い
続
け
て
き
た
。
区
市
町
村
教

委
の
初
任
者
研
修
で
は
、
き
っ
と
未
だ

「
発
問
計
画
」
と
い
う
言
葉
が
横
行
し

て
い
る
こ
と
と
思
う
。
発
問
で
授
業
を

進
行
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
限
り

「
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
（
い
わ
ゆ
る

絶
対
評
価
）」
や
「
指
導
と
評
価
の
一

体
化
」
は
難
し
い
。
つ
ま
り
、
個
々
の

児
童
の
学
び
を
保
障
す
る
授
業
展
開
が

で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
は
以
前
か
ら
今
も
っ
て
「
教
師

主
導
」
の
授
業
し
か
し
て
い
な
い
、
と

言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

児
童
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
を
し
て

い
な
い
証
拠
が
一
年
の
学
習
内
容
で
あ

る
「
鉛
筆
の
持
ち
方
」
を
二
年
生
以
上

の
学
年
で
指
導
し
て
い
る
の
を
見
な
い

こ
と
だ
。
児
童
自
ら
を
自
分
の
実
態
に

応
じ
て
学
習
の
世
界
に
浸
ら
せ
、
課
題

を
も
っ
て
解
決
に
向
か
う
学
習
過
程
を

如
何
に
確
立
さ
せ
る
か
。
そ
の
簡
便
な

取
組
を
漢
字
学
習
で
と
考
え
る
。
成
り

立
ち
く
ら
い
自
分
で
調
べ
さ
せ
た
い
。

自
己
教
育
力
を
付
け
る
た
め
に
。

 

「
普
通
の
教
師
は
研
究
会
に
出
て
も
そ

れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
者
。
賢
い

教
師
は
研
究
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
即
、

自
ら
の
実
践
に
生
か
す
者
」
教
師
に
な

り
た
て
の
頃
、
先
輩
の
先
生
か
ら
聞
い

た
こ
の
言
葉
は
ず
っ
と
私
の
心
に
残
っ

た
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
、
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
教
室
で
、
自
分
の
指
導
と

し
て
す
ぐ
に
生
か
し
て
い
け
る
か
ど
う

か
で
教
師
の
力
は
計
ら
れ
る
。

 

「
聞
く
話
す
部
」
の
部
長
、
副
会
長
、

会
長
と
、
都
小
国
研
で
責
任
あ
る
立
場

で
研
究
と
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
都
小
国
研
の
先
生

た
ち
は
授
業
に
対
す
る
取
り
組
み
が
熱

心
で
あ
り
、
研
究
に
対
す
る
思
い
が
深

く
、
さ
す
が
に
優
秀
な
教
師
の
集
ま
り

と
感
じ
て
い
た
。

そ
し
て
自
分
の
現
役
教
師
時
代
の
研

究
仲
間
が
、
都
小
国
研
で
の
運
営
仲
間

と
な
り
、
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ

と
が
で
き
た
。

会
長
に
な
っ
て
全
体
運
営
の
指
揮
を

と
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
こ
の
仲
間
に

ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
。
決
し

て
自
分
一
人
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
周
り
で
支
え
て
く
れ
る

人
材
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
研
究
を
通
し

て
の
良
き
人
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
た
。

多
く
の
先
輩
た
ち
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
ご
助
言
、
励
ま
し
の
言
葉
を
頂

き
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
研
究
に
取
り
組

む
先
生
た
ち
、
会
を
と
も
に
運
営
し
て

き
た
仲
間
、
都
小
国
研
を
愛
す
る
諸
先

輩
方
な
ど
、
改
め
て
都
小
国
研
で
出

会
っ
た
全
て
の
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝

す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

退
職
を
し
て
四
月
か
ら
早
稲
田
大
学

大
学
院
教
職
研
究
科
で
後
輩
の
育
成
に

当
た
っ
て
い
る
。
学
部
を
卒
業
し
た
者

現
職
派
遣
の
者
な
ど
が
同
じ
場
に
集
っ

て
、
自
分
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
よ
り

高
度
の
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
中
に
は
私
の
最
後
の
勤
務
校
で

あ
っ
た
光
が
丘
夏
の
雲
小
で
行
わ
れ
た

都
小
国
研
の
研
究
大
会
に
参
加
し
、
そ

の
研
究
に
感
化
さ
れ
た
者
も
い
る
。

賢
く
優
秀
な
教
師
を
目
指
す
者
た
ち

が
、
さ
ら
に
己
の
高
み
を
目
指
す
た
め

に
研
究
に
打
ち
込
む
姿
を
見
て
、
自
分

の
経
験
が
少
し
で
も
彼
ら
の
役
に
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
都
小
国
研
で
育

て
ら
れ
た
者
と
し
て
、
よ
り
良
き
国
語

授
業
へ
の
思
い
は
深
い
。

小
学
校
教
員
を
目
指
す
学
生
の
指
導

の
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
教
師
と

し
て
颯
爽
と
巣
立
つ
彼
女
た
ち
の
姿
を

今
年
も
た
く
さ
ん
見
た
い
と
願
い
ま
す
。

時
々
、
国
語
や
書
写
の
研
究
授
業
や

書
写
実
技
研
修
の
講
師
と
し
て
、
更
に
、

暮
れ
に
な
る
と
児
童
の
書
き
初
め
指
導

者
と
し
て
学
校
現
場
に
お
邪
魔
し
て
い

ま
す
。
先
生
方
の
熱
心
に
学
ぶ
様
子
や
、

子
ど
も
た
ち
の
嬉
々
と
し
た
学
び
に
活

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
日
、
Ａ
小
学
校
か
ら
毛
筆
書
写
の

入
門
期
の
指
導
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
校
長
時
代
は
自
校
で
例
年
行
っ

て
い
た
授
業
で
、
担
任
に
「
毛
筆
は
面

倒
」
と
言
わ
せ
な
い
工
夫
を
示
す
チ
ャ

ン
ス
、
児
童
に
は
「
毛
筆
が
始
ま
る
理

由
と
そ
の
意
味
」
を
考
え
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
、
そ
し
て
手
順
と
学
習
意
義
を
児

童
と
教
師
が
共
有
す
る
場
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
校
長
職
が
終
わ
り
に
近
づ
い

た
頃
の
三
年
生
は
、
私
が
毛
筆
書
写
を

指
導
す
る
理
由
と
し
て
「
そ
ろ
そ
ろ
、

校
長
先
生
が
教
え
た
く
な
っ
た
か
ら
」

出
前
授
業参

与　

宮　
　

絢
子

都
小
国
研
で
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な
ど
と
ま
こ
と
し
や
か
に
答
え
て
く
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
回
の
指
導
の
た
め
に
行
っ
た
事
前

の
調
査
「
あ
な
た
の
字
は
き
れ
い
だ
と

思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
50
％
（
38
人

中
19
人
）
の
児
童
が
「
思
う
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
高
い
肯
定
率
に
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
「
字
を
き
れ
い
に
書
き
た

い
で
す
か
」
に
は
、
一
人
を
除
き
「
思

う
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。「
思
わ
な
い
」

と
し
た
児
童
の
理
由
は
、「
き
れ
い
に

書
き
た
い
の
に
書
け
な
い
」
と
あ
き
ら

め
に
も
似
た
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
児
童
の
た
め
に
も
工
夫
あ
る

授
業
を
…
…
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
す
。

更
に
「
三
年
生
か
ら
毛
筆
書
写
の
学
習

を
す
る
の
は
何
の
た
め
か
」
の
問
い
に

 

『
毛
筆
書
写
が
う
ま
く
で
き
る
と
、
鉛

筆
で
も
字
が
き
れ
い
に
書
け
る
か
ら
』

と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
毛
筆
書

写
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
て
い

る
三
年
生
が
い
た
こ
と
に
感
動
で
す
。

 

「
皆
さ
ん
が
普
段
書
い
て
い
る
文
字
を

毛
筆
を
使
っ
て
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
見
直
し
を
硬
筆
で
書
く
時

に
生
か
す
こ
と
で
す
。」

な
ど
と
い
う
私
の
ま
と
め
は
陳
腐
に
響

き
ま
し
た
。
そ
の
児
童
は
さ
ら
に

 

『
日
本
の
伝
統
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
』

と
付
け
足
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
都
小
国
研
の
研
究
大
会
で
二

度
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
「
書
く
こ
と
（
作
文
部
）」
の

指
導
で
し
た
が
、
私
の
国
語
教
育
の
貴

重
な
実
践
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

研
究
大
会
は
、
自
分
の
担
任
す
る
学

級
の
授
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
場

校
の
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
て
、
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

都
小
国
研
の
研
究
活
動
は
、
国
語
教

育
に
情
熱
を
注
ぐ
先
生
方
の
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。
都
小
国
研
の
研
究
実
践
が
、

全
国
の
国
語
教
育
を
拓
い
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
も
そ
の
中
で
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い

ま
す
。

今
、
国
語
教
育
は
、
更
な
る
発
展
と

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
て
、
資

質
・
能
力
の
育
成
を
中
核
と
し
た
教
育

課
程
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
言
葉
の
力
の
育
成
を
ね

ら
い
と
し
、
思
考
力
や
表
現
力
、
感
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な

る
国
語
力
を
育
成
す
る
指
導
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
た
く
さ

ん
の
若
い
教
員
が
、「
国
語
の
授
業
を
ど

の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ
い
か
。」
日
々
、

苦
心
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

都
小
国
研
は
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な

学
力
観
の
形
成
と
、
現
実
的
な
授
業
実

践
の
創
造
を
担
う
国
語
教
育
の
重
要
な

研
究
機
関
で
す
。

本
年
度
の
十
月
に
は
、
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
の
先
生
方
に
都
小
国

研
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
が
あ
り

ま
す
。
き
っ
と
、
研
究
部
員
の
先
生
方

は
、
例
年
に
も
増
し
て
研
究
活
動
に
熱

が
入
り
、
指
導
案
の
検
討
や
授
業
づ
く

り
に
御
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
全
国
の
先
生
方
の
実
践
に

役
立
つ
先
進
的
な
取
組
が
示
さ
れ
る
こ

と
と
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
都
小
国
研
の
先
輩
が
、「
国

語
へ
の
愛
と
、
子
ど
も
へ
の
愛
が
、
国

語
教
育
を
拓
い
て
い
く
。」と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
都
小
国
研
の
先
生
方
の
子

ど
も
へ
の
愛
と
国
語
へ
の
愛
が
結
実
し
、

大
き
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

都
小
国
研
の
発
展
を

 

祈
念
し
て

参
与　

小
黒　

仁
史

編
集
後
記

四
月
二
十
五
日
、
杉
並
区
立
高
井

戸
小
学
校
に
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
十
八
年
度
東
京
都
小
学
校
国

語
教
育
研
究
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
作
家
の
阿
刀
田
高

様
よ
り
「
日
本
語
っ
て
お
も
し
ろ
い

こ
れ
か
ら
の
国
語
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
日

本
語
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
十
月
に
全
国
小
学
校

国
語
教
育
研
究
大
会
東
京
大
会
が

「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
―

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
が
育

つ
言
語
活
動
の
充
実
―
」
の
研
究
主

題
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
控

え
、
人
工
知
能
が
小
説
を
書
い
た
こ

と
な
ど
が
話
題
と
な
る
時
代
で
す
が
、

児
童
自
身
が
主
体
と
な
り
、
協
働
的

な
学
び
の
も
と
、
未
来
を
豊
か
に
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
言
葉
の
力
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
昨
年
度
よ

り
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

研
究
の
成
果
が
広
が
り
、
生
か
さ

れ
、「
未
来
を
拓
く
」
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
玉
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

昭
島
市
立
成
隣
小
学
校
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